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二
大
震
災　

が
ん
ば
ろ
う

�

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所

�
理
事
長　

喜
田　

大
三

は
じ
め
に

私
は
、
関
西
生
ま
れ
で
す
が
、

地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
怖
い
ト
ッ
プ
に
地

震
、
８８
年
前
の
関
東
大
震
災
が
話

題
に
な
り
ま
す
。
大
震
災
の
５
年

後
に
生
ま
れ
、
少
年
時
代
か
ら
地

震
に
い
つ
も
備
え
て
き
ま
し
た
。

何
か
の
因
縁
で
し
ょ
う
。
１６
年

前
に
西
で
、
本
年
は
東
で
甚
大
な

被
害
を
だ
し
た
巨
大
地
震
が
発
生
。

西
の
阪
神
へ
は
、
地
震
４
日
後
に

行
き
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

東
北
で
は
、
巨
大
津
波
に
耐
え
一

本
だ
け
残
っ
た
希
望
の
松
、
そ
の

街
の
復
興
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

◎
阪
神
・
淡
路
大
震
災

１
９
９
５
年
１
月
１７
日
午
前
５

時
₄６
分
、
震
源
：
淡
路
島
北
部
、

深
さ
１６
㎞
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
２
、
死
者
：
６
千
４
百
余

名
、
家
屋
：
全
半
壊
（
焼
）
約
₄７

万
世
帯
、
そ
の
他
：
略

早
朝
、
西
宮
市
の
次
男
か
ら
埼

玉
へ
大
地
震
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
ま
し
た
。
関
西
へ
行
き
、
六
十

七
才
に
な
り
初
め
て
、
直
下
型
地

震
の
ゆ
れ
と
地
盤
液
状
化
の
破
壊

力
の
す
ご
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
神
戸
の
全
壊
し
た
家
屋
の

が
れ
き
撤
去
を
支
援
し
ま
し
た
。

後
日
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
研
究
所
の

振
動
台
で
阪
神
地
震
の
は
げ
し
い

ゆ
れ
を
体
感
し
ま
し
た
。

地
震
当
日
、
多
く
の
方
が
寝
床

に
お
ら
れ
た
。
突
然
、
す
ご
い
ゆ

れ
で
木
造
家
屋
が
た
お
れ
、
亡
く

な
ら
れ
た
。
故
人
の
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
地
盤
の
液
状
化
対
策

地
震
４
日
後
に
、
Ｊ
Ｒ
は
甲
子

園
口
ま
で
開
通
。
国
道
２
号
線

を
、
西
へ
西
へ
と
約
３
㎞
歩
く
。

バ
イ
ク
に
の
っ
た
若
者
た
ち
が

次
々
お
い
こ
し
て
い
き
ま
す
。

わ
が
家
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

事
前
に
大
丈
夫
と
き
い
て
い
た
が
、

途
中
で
一
階
部
分
が
壊
れ
傾
い
た

マ
ン
シ
ョ
ン
を
見
る
と
気
に
な
る
。

わ
が
家
の
あ
る
西
宮
の
町
内
は
、

東
西
の
活
断
層
に
も
近
い
沿
岸
部

で
、
砂
地
盤
は
液
状
化
し
て
道
路

の
一
部
に
砂
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
丁
度
５０
年
前
の
終
戦

の
夏
、
阪
神
大
空
襲
で
焼
け
野
原

に
な
っ
た
。
何
年
か
の
ち
、
や
っ

と
建
て
た
木
造
の
家
々
が
地
震
で

全
壊
し
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
、

む
な
し
く
悲
し
い
。

町
内
の
ご
高
齢
の
皆
様
に
お
見

舞
い
を
申
し
あ
げ
た
ら
、
逆
に
お

礼
を
い
わ
れ
ま
し
た
。
わ
が
家

は
、
地
震
の
５
年
前
に
古
い
木
造

の
貸
し
住
宅
・
店
舗
を
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に

建
替
え
、
大
丈
夫
で
し
た
。
次
男

の
家
族
が
住
ん
で
お
り
、
町
内
の

荷
物
を
あ
ず
か
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
五
階
建
て
２
棟

で
す
。
南
棟
は
一
階
に
駐
車
場
、

そ
の
上
に
住
宅
７
戸
、
北
棟
は
住

宅
９
戸
。
両
棟
は
半
階
上
が
り
の

階
段
で
つ
な
が
り
、
階
段
は
周
期

の
違
う
両
棟
が
激
し
く
ゆ
れ
て
も

脱
落
し
な
い
よ
う
に
特
殊
金
具
で

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
題
は
二
面
壁
で
柱
だ
け
の
南

棟
一
階
の
駐
車
場
で
し
た
が
、
大

丈
夫
で
し
た
。
建
物
の
耐
震
性
に

費
用
を
か
け
た
効
果
だ
け
で
な
い

と
思
わ
れ
ま
し
た
。
敷
地
内
の
砂

地
盤
を
セ
メ
ン
ト
で
液
状
化
し
な

い
よ
う
に
処
理
。
保
険
の
つ
も
り

で
費
用
を
か
け
ま
し
た
。
効
果
が

早
々
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

震
度
７
の
ゆ
れ
と
砂
地
盤
の
液

状
流
動
で
、
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン

は
傾
き
、
ビ
ル
の
地
下
室
は
立
ち

入
り
禁
止
。
南
方
に
見
え
る
阪
神

高
速
道
の
高
架
は
落
下
し
、
さ
ら

に
西
方
で
倒
れ
て
お
り
、
甚
大
な

被
害
の
象
徴
と
し
て
Ｔ
Ｖ
で
報
道

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

被
災
し
た
商
店
と
周
辺
の
復
興

西
宮
か
ら
自
転
車
で
、
住
宅
が

全
壊
し
て
い
る
街
中
を
西
に
５
㎞

抜
け
て
、
神
戸
東
灘
区
へ
往
復
。

４
日
間
、
が
れ
き
（
災
害
廃
棄

物
）
撤
去
を
応
援
し
ま
し
た
。

従
兄
弟
の
Ｍ
家
は
、
倒
れ
た
阪

神
高
速
道
高
架
に
近
い
。
二
階
建

て
木
造
住
宅
や
精
米
所
の
あ
る

米
・
酒
な
ど
の
商
店
は
無
残
に
も

全
壊
し
て
お
り
、
大
量
の
が
れ
き

の
山
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

七
十
過
ぎ
の
Ｍ
達
と
話
し
あ
い

ま
し
た
。﹃
Ｍ
の
亡
き
親
（
私
の

伯
父
）
が
、（
震
災
か
ら
）
５０
年

前
の
終
戦
の
夏
、
大
空
襲
で
店
や

住
宅
を
焼
失
。
仮
設
の
店
で
商
売

を
続
け
、
食
糧
不
足
の
時
代
に
商

売
は
繁
盛
し
、
店
を
再
建
し
た
﹄

こ
と
、
今
後
の
こ
と
な
ど
。

Ｍ
や
息
子
の
家
族
、
店
員
も
、

食
品
店
の
商
売
を
早
く
は
じ
め
た

い
と
発
言
。
私
は
が
れ
き
撤
去
を

担
当
し
ま
し
た
。
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﹃
復
旧
・
復
興
の
第
一
歩
は

�
が
れ
き
の
撤
去　

が
ん
ば
ろ
う
﹄

震
災
６
日
後
、
町
内
の
が
れ
き

は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
。
Ｍ
の
敷
地

に
、
隣
の
家
が
た
お
れ
こ
み
、
隣

の
老
夫
婦
は
、
が
れ
き
撤
去
の
費

用
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
自
転
車
で
区
役
所
へ

行
き
、
費
用
負
担
を
相
談
、
公
費

援
助
を
検
討
中
で
し
た
。
一
方
、

西
宮
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
施
工
し
た

ゼ
ネ
コ
ン
へ
連
絡
。
下
請
け
の
解

体
処
理
業
者
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
７
日
後
、
公
費
で
が
れ
き

撤
去
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
確

認
。
翌
日
か
ら
、
処
理
業
者
が
本

格
的
な
重
機
を
も
ち
こ
み
作
業
を

開
始
。
そ
の
夕
方
、
社
用
の
た
め

新
幹
線
で
東
京
に
帰
り
ま
し
た
。

２
月
中
旬
に
、
神
戸
の
Ｍ
宅
を

訪
問
。
仮
設
店
舗
で
商
売
を
始
め

て
お
り
、
み
ん
な
の
笑
顔
を
見
て

非
常
に
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

処
理
業
者
も
仮
事
務
所
、
Ｍ
の

紹
介
で
、
こ
の
地
域
の
が
れ
き
撤

去
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

２
年
後
に
、
Ｍ
は
鉄
骨
三
階
建

の
店
と
住
ま
い
を
新
築
。
そ
の
後
、

私
鉄
の
駅
近
く
に
は
、
賃
貸
や
分

譲
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、

い
ち
早
く
復
興
し
て
い
ま
し
た
。

◎
東
日
本
大
震
災

巨
大
な
東
北
地
方
太
平
洋
地

震
、
２
０
１
１
年
３
月
１１
日
午
後

２
時
₄６
分
、
宮
城
県
沖
１
３
０

㎞
、
深
さ
２₄
㎞
、
そ
の
他
複
数
の

震
源
域
が
連
動
し
て
Ｍ
９
の
巨
大

地
震
。
プ
レ
ー
ト
境
界
の
ず
れ
の

震
源
域
は
岩
手
県
沖
か
ら
茨
城
県

沖
ま
で
の
南
北
５
百
㎞
、
東
西
２

百
㎞
に
広
が
る
。
震
度
は
、
７
か

ら
６
強
で
す
。

は
げ
し
い
ゆ
れ
、
地
盤
の
液
状

化
、
特
に
巨
大
な
津
波
に
よ
っ
て
、

被
害
は
極
め
て
大
き
く
な
っ
た
。

６
月
上
旬
の
死
者
・
行
方
不
明

者
２
万
３
千
余
名
、
住
戸
全
壊
８

万
３
千
余
戸
。
が
れ
き
約
２
千
５

百
万
ト
ン
、
阪
神
震
災
の
１
・
７

倍
。
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

巨
大
津
波
に
耐
え
た
希
望
の
松

３
月
１２
日
以
後
、
Ｔ
Ｖ
で
は
１０

ｍ
余
の
巨
大
津
波
が
防
潮
堤
を
こ

え
街
を
こ
わ
す
威
力
を
連
日
放

送
。
残
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

の
窓
に
波
が
運
ん
で
き
た
各
種
の

破
砕
物
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
手
県
リ
ア
ス
式
海
岸

の
山
肌
を
調
査
し
た
結
果
、
巨
大

津
波
は
海
抜
３７
・
９
ｍ
も
の
高
さ

に
達
し
て
い
ま
す
。

４
月
発
売
の
﹃
震
災
前
後
﹄
の

空
中
写
真
集
で
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
に
注
目
。
広
田
湾
に
面
し
た

「
高
田
松
原
」
は
、
日
本
百
景
、

国
の
名
勝
に
指
定
。
弓
な
り
の
砂

浜
約
２
㎞
に
約
７
万
本
の
松
。
約

３
百
年
前
に
農
作
物
を
塩
害
か
ら

守
る
た
め
に
植
林
。
年
間
百
万
人

の
観
光
客
。
こ
の
松
原
も
全
滅

か
。
い
い
え
、
一
本
の
松
が
津
波

に
耐
え
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
希
望

の
松
に
な
っ
て
い
ま
す
。

巨
大
津
波
が
襲
い
か
か
る
動
画

を
ネ
ッ
ト
で
み
ま
し
た
。
人
口
２

万
人
以
上
住
ん
で
い
る
平
地
の
街

は
壊
滅
。
わ
ず
か
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
物
・
構
築
物
が
残
っ
て
い

る
。
そ
の
調
査
は
復
旧
・
復
興
時

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。

死
者
・
行
方
不
明
者
は
約
一
割

と
多
い
。
５
月
、
全
滅
し
た
街
を

望
む
高
台
の
リ
ン
ゴ
園
に
は
死
者

を
弔
っ
て
白
い
花
が
満
開
で
し
た
。

復
興
を
め
ざ
す
お
二
人

こ
の
よ
う
に
陸
前
高
田
市
は
松

原
は
じ
め
市
民
や
街
並
や
職
な
ど

を
失
っ
た
。
ま
た
、
役
所
も
被
災

し
、
５
月
１６
日
に
プ
レ
ハ
ブ
二
階

建
て
の
第
一
仮
庁
舎
を
完
成
。

戸
羽
太
市
長
は
﹃
新
し
い
復
興

に
む
か
っ
て
の
第
一
歩
。
私
た
ち

は
な
が
い
道
の
り
を
た
た
か
う
﹄

な
お
、
同
市
は
４
月
に
被
災
自

治
体
で
一
番
早
く
避
難
者
の
仮
設

住
宅
３６
戸
を
建
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戸
羽
市
長
は
、
５
月
１５

日
の
民
放
Ｔ
Ｖ
で
、﹃
規
制
を
緩

和
し
て
も
ら
い
、
皆
様
か
ら
認
め

ら
れ
る
復
興
特
区
を
め
ざ
す
﹄
と

抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

陸
前
高
田
市
で
は
、
郷
里
の
味

を
守
る
企
業
が
被
災
。
そ
の
一

例
、
創
業
２
百
年
以
上
の
調
味

料
・
醤
油
の
老
舗
八
木
澤
商
店
を

紹
介
し
ま
す
。

製
品
は
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

で
も
愛
用
。
震
災
で
蔵
は
全
滅
し

た
が
、
流
さ
れ
た
大
き
な
杉
桶
か

ら
蔵
酵
母
を
採
取
で
き
た
。
醤
油

フ
ァ
ン
か
ら
連
日
の
よ
う
に
前
払

い
の
お
金
と
復
活
一
番
の
醤
油
を

待
つ
と
エ
ー
ル
の
手
紙
。

河
野
通
洋
社
長
は
、
４
月
１
日

に
新
任
挨
拶
。﹃
変
え
て
い
か
な

い
心
の
静
け
さ
と
変
え
て
い
く
勇

気
を
も
っ
て
、
再
建
し
ま
す
。
だ

か
ら
、
社
員
は
解
雇
し
な
い
。
会

社
も
町
も
復
興
し
ま
し
ょ
う
﹄

と
抱
負
を
語
っ
た
。

希
望
の
松　
﹃
復
興
が
ん
ば
ろ
う
﹄
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